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設定課題 4.霊長類 の系統 ･種分








































西田 正規(京大 ･理 )
ヒトの進化の過程において,岨喝船の形態は大
きく変化した｡この形態の変化はFoodhabitの
変化にともなうものであるとして多くの研究者が
注目している｡しかし研究の多くは,歯牙,上甑
下顎,頬骨弓などの質的な諸特徴から機能的特性
を導くものであった｡
この研究の目的は,霊長類の岨喝機能について
塁的な解析を行い,さらに化石入校の岨喝につい
てさらに深い理解を得ようとするものである｡
53年変にはMacacafuccaLa, JI.MnnctrLna,
CoZoれ∫poZyko'MSの3種,11個体についての解
剖から歯牙の大きさ,下顎骨の形態,岨喝筋の超
始 ･停止と重虫などについてデータを災めた｡
下顎の動きについて,矢状面の成分だけについ
て見れば筋,下顎骨,歯の力学的関係は比較的叫
純である｡筋の抜きと作用方向,支点および作用
点の位置関係とから歯に生じうる頃合圧を数値と
して表現することができる｡現在まだ試行の段階
であるが,ColobuSはmacaqueより小さな伯が出
ており,彼らのroodhabitとの関係において注目
している｡
今後さらにデータを積み重ね'より信頼性の訪い
数値を求めたい｡
霊長類の補体及び補体レセプターに関する研
究
奥田 智子(東北大･抗研)
原猿類からオナガザル科に至る12種の出長矧 こ
ついて,補体活性及び各補体成分蛋白の抗原性を
相互に比較し種の進化との関連性を考察した｡ま
た翌長類の赤血球に表現されているという補体レ
セプターについて進化の各段階での表現を比較し
た｡
〔方法〕 補体成分の溶血活性はマイクロプレー
ト法によりヒト補体の測定法に準じて行った｡抗
原性はゲル内沈降反応を用い,ウサギ抗補体成分
抗血清に対する反応における沈降線の形成,スパ
ー形成の有無から比較した｡赤血球股の補体レセ
プターはヒツジ赤血球に抗体,補体を反応させた
指示細胞を用いロゼット形成率を顕微鏡下に測定
